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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
導
入
は

提
携
校
へ
の
海
外
視
察
が
き
っ
か
け

歯
学
部
口
腔
保
健
学
科
は
、
学
生
が

自
ら
考
え
、
よ
り
深
く
学
べ
る
よ
う
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル

を
導
入
し
た
授
業
が
多
く
あ
り
ま
す
。

口
腔
保
健
学
科
3
年
生
を
対
象
と
し
た

「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。

「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
」
は
全
部
で
30
時
間
あ
り
、
そ
の
半

分
に
あ
た
る
16
時
間
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

松
山
先
生
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
授
業
を
取
り
入
れ
よ
う
と
思
っ
た
の

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
あ
る
提
携
校
ム

ハ
マ
デ
ィ
ア
大
学
へ
、
歯
学
部
2
学
科

の
学
生
と
共
に
海
外
研
修
に
行
っ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
現
地
で
も

こ
の
授
業
と
同
じ
、
摂
食
嚥
下
に
つ
い

て
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
ま
し

た
。
1
グ
ル
ー
プ
に
1
人
〜
2
人
ず

つ
、
本
学
の
学
生
も
参
加
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
、
お
互
い
に
意
見
交

換
し
な
が
ら
学
ぶ
姿
が
印
象
的
で
、
ぜ

ひ
取
り
入
れ
た
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
松
山
先
生
。

し
か
し
通
常
の
授
業
は
１
単
位
15
時

間
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
う
に
は
時

間
が
足
り
な
い
た
め
、
2
単
位
30
時
間

あ
る
科
目
で
始
め
よ
う
と
、「
摂
食
嚥

下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
」
で
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
始
。
平
成
27
年

3
月
に
海
外
研
修
へ
行
き
、
そ
の
年
か

ら
導
入
し
、
現
在
ま
で
8
年
間
続
い
て

い
ま
す
。

相
手
に
伝
わ
る
プ
レ
ゼ
ン
を
心
掛
け

早
い
段
階
か
ら
訓
練
を
重
ね
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
「
摂
食
嚥
下
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
」
で
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
を
摂
食
嚥
下
機
能
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
障
害
の
病
態
と
原
因
、
評
価
法
と

検
査
、
摂
食
機
能
療
法
の
具
体
的
訓
練

の
大
き
く
4
つ
に
分
け
、
そ
の
ポ
イ
ン

ト
を
テ
ー
マ
と
し
た
4
回
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

1
テ
ー
マ
は
4
時
間
。
最
初
の
3
時

間
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
プ
ロ
ダ

ク
ト
（
発
表
資
料
）
作
り
、
最
後
の
1

時
間
で
発
表
と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
、
4
人
1
班
、
4
班
に
分
か
れ
て
行

い
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
は
初
め
提
出
用
の
シ
ー

ト
に
手
書
き
で
ま
と
め
る
形
式
で
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
禍
、Team

s

を
使
っ
た

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
な
っ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
が
主

流
に
な
り
ま
し
た
。
対
面
で
の
授
業
が

再
開
さ
れ
た
今
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

資
料
作
成
を
目
指
し
、
動
画
を
活
用
す

る
な
ど
、
資
料
作
り
の
幅
も
広
が
り
ま

し
た
。

導
入
を
決
め
た
当
初
は
「
3
時
間
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
＋
1
時
間
の
発
表

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
大
丈
夫
か

な
？
」
と
不
安
に
思
っ
て
い
た
松
山
先

生
で
す
が
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
ま
と

め
る
ス
ピ
ー
ド
も
早
く
な
り
、
要
点
を

掴
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
を
行
う
ま
で
に
成
長

す
る
学
生
の
姿
に
、
驚
か
さ
れ
る
こ
と

も
多
い
と
い
い
ま
す
。

「
3
年
生
の
後
期
か
ら
4
年
生
に
か

け
て
は
卒
業
研
究
を
行
い
研
究
発
表
も

あ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ

い
て
学
習
す
る
だ
け
で
な
く
、
プ
レ
ゼ

ン
資
料
の
作
り
方
や
発
表
の
仕
方
に
つ

い
て
も
、
早
い
段
階
か
ら
意
識
し
て
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
発
表

の
際
の
声
の
出
し
方
、
目
線
の
方
向
な

ど
に
つ
い
て
も
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

プ
ロ
ダ
ク
ト
の
見
せ
方
も
「
内
容

を
簡
潔
に
ま
と
め
て
箇
条
書
き
に
す

る
」、「
大
事
な
と
こ
ろ
に
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
を
入
れ
る
」、「
図
表
に
ま
と
め

る
」
な
ど
、
教
員
側
か
ら
指
摘
す
る
だ

け
で
な
く
、
発
表
後
は
学
生
か
ら
の
意

見
も
聞
き
、
お
互
い
に
評
価
し
合
い
な

が
ら
、
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
重
ね
て

い
ま
す
。

「
復
習
ド
リ
ル
」で
知
識
を

定
着
さ
せ
、国
家
試
験
に
備
え
る

授
業
の
最
後
、
学
生
た
ち
に
「
復
習

ド
リ
ル
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。

「
復
習
ド
リ
ル
」
は
歯
科
衛
生
士
の

国
家
試
験
の
過
去
問
を
も
と
に
作
ら
れ

た
も
の
。
摂
食
嚥
下
に
関
す
る
問
題
は

例
年
8
〜
10
問
く
ら
い
出
題
さ
れ
る
た

め
、
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
内
容
や
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
作

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が

終
わ
っ
た
後
、
総
括
と
し
て
補
足
情
報

も
伝
え
、
国
家
試
験
の
問
題
に
あ
た
る

こ
と
で
、
知
識
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

「「
摂
食
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
」
で
使
用
す
る
テ
キ
ス
ト
は
約

3
0
0
ペ
ー
ジ
。
高
齢
者
や
障
害
者

の
口
腔
保
健
学
な
ど
他
の
授
業
と
関
連

す
る
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
、
こ
の
機
会

に
し
っ
か
り
学
修
し
て
欲
し
い
。

学
生
の
み
な
さ
ん
は
卒
業
後
も
様
々

な
と
こ
ろ
で
発
表
の
機
会
が
あ
る
と
思

い
ま
す
し
、
歯
科
衛
生
士
と
し
て
臨
床

の
現
場
で
積
極
的
に
診
療
や
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
た
め
に
も
、

知
識
を
深
め
、
プ
レ
ゼ
ン
技
術
を
磨
く

た
め
に
こ
の
授
業
が
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
」。

 ワークショップでプレゼン技術も磨き
 国家試験合格にも備える
「摂食嚥下リハビリテーション学」

歯学部 教授  松山 美和 （まつやま みわ）

ワークショップの課題テーマは4つ。
1. 摂食嚥下機能のメカニズムを理解し、
    説明する。
2. 摂食嚥下障害の病態と原因を理解
    し、説明する。
3. 摂食嚥下機能評価の各種検査法を
    理解し、説明する。
4. 摂食機能療法の間接訓練と直接訓
    練を理解し、説明する。
プロダクト作成中の様子。限られた時間
で資料を作り、発表を行わないといけな
いため、各自スマホも活用しながら分担し
て調べます。松山先生は各班を回り、質
問に答えながら「ネットでは様々な情報が
気軽に手に入るけれど、プロダクトを作る
際の情報源として信頼性の高い学会の
ホームページを意識して」とアドバイス。過
去のプロダクトを見せていただくと、イラス
トも秀逸でテーマに沿って丁寧にまとめら
れていました。原本は松山先生が保管し、
それぞれの班の資料はコピーして全員に
配布されます。

ワークショップの前の最初の
2時間は導入として、2人1組
でお互いの食べる様子を観察
するところから始まるそう。食べ
る機能がどうなっているかを考
え、資料などを参考に今後どう
いう点を注視すればいいか、ど
ういったアプローチができるか
を考えます。机の上に置かれた
資料には付箋がビッシリ!


